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参議院本会議での安全保障法案の強行採決抗議声明 

 

本日、参議院本会議において、安全保障法案が強行採決され、賛成多数で可決された。 

この法律は、集団的自衛権を柱にし、日本の同盟国と交戦中の他国に対し日本からの

先制攻撃を許容するものであるから、憲法９条に違反することが明白である。圧倒的多

数の憲法学者のほか、元最高裁判所長官や元内閣法制局長官等が等しく違憲と指摘して

きたのも当然のことである。法の必要性を訴えるために政府があげた事例はいずれも非

現実的であり、この法案は立法事実を欠いている。このように、安全保障法案は、理論

的にも立法事実の観点からも到底正当化できない。多数の市民もこの法案に反対してお

り、デモや集会を通じて抗議する市民の数は、この数か月間を通じてこれまでになく増

えてきた。 

それにもかかわらず、現政権は、多数の専門家や市民の声を一切無視し、反対の声を

押し切って、安全保障法制の成立に向けて突き進んできた。 

主権者や専門家の意見になんら耳を傾けず、軌道修正することもない政治のあり方に

多くの市民が危機感を抱き、民主主義を自らの手に取り戻そうと抗議の声をあげたが、

現政権は、そのような声を一顧だにせず、数の横暴により法案を強行採決させたのであ

る。このことは、立憲主義・民主主義の歴史上、大きな汚点になるものである。 

当協会は、今回の強行採決に強く抗議するとともに、民主主義や立憲主義を取り戻す

ことを求める多くの市民や団体とともに、本法制の廃止を求める。 

以 上 


